
@tottori_kouhou

不登校やひきこもり、発達障がいなどの支援に取り組むピアサポートつむぎ
（倉吉市）。困り感を抱える子ども・若者やその家族が、安心して集い、
相談できる居場所づくりを行う @tottori.pref.kouhou

孤独・孤立を防ぐ地域の｢支え愛｣
誰もひとりじゃない

県内では交通事故の4倍以上に当たる、年間約100人が入浴中に命
を落としています。毎日の入浴習慣を見直して事故を防ぎましょう。

冬季は入浴中の事故にご注意を！
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県人口／542,852人
　　　    〔男 259,663人、女 283,189人〕
世帯数／221,536世帯　
　　　     （2022年12月1日現在推計）

ＤＡＴＡP5・6  県政トピックス

@tottoripref

● ねんりんピック来秋に開催
● 地方からビジネス創出を
● 専門家による不妊治療セミナー

県からの
お知らせ

県庁健康政策課　☎ 0857-26-7227　   0857-26-8726F問

● 入浴前に脱衣所や浴室を暖めておきましょう
● 入浴は41度以下で10分以内が目安。長湯は禁物です
● 浴槽から出る時はゆっくり立ち上がりましょう
● 浴室内に手すりを設置しましょう
● 食事直後・飲酒後・医薬品服用後の入浴は控えましょう
● 同居家族がいる場合はひと声かけてから入浴しましょう



（※）本来大人がすると想定されているような家事や家族の世話などを日常的に行っている子どものこと
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あ
な
た
は
近
所
に
暮
ら
す
人
々
の
こ
と

を
ど
の
く
ら
い
知
っ
て
い
ま
す
か
。自
分

や
家
族
の
悩
み
を
相
談
で
き
る
人
が
身

の
回
り
に
い
ま
す
か
。

　
時
代
の
変
遷
に
伴
い
、私
た
ち
の
生
き

方
や
価
値
観
は
大
き
く
変
わ
り
ま
し

た
。仕
事
や
学
業
の
都
合
で
親
族
と
離

れ
て
暮
ら
す
こ
と
が
一
般
的
と
な
り
、働

き
方
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
も
多
様
化
。少

子
化・非
婚
化
も
進
み
、今
や
社
会
の
９

割
を
占
め
る
の
は
核
家
族・単
身
世
帯
で

す
。近
所
付
き
合
い
が
減
り
、多
く
の
こ

と
が
個
人
の
選
択
に
委
ね
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、個
人
が
尊
重
さ
れ
る
自
由
な

社
会
の
裏
で
は
望
ま
ぬ
孤
独・孤
立
に
苦

し
ん
で
い
る
人
も
い
ま
す
。特
に
家
庭
内

の
問
題
は「
身
内
の
こ
と
は
身
内
で
」と

い
っ
た
意
識
も
相
ま
っ
て
、当
事
者
の
中

で
抱
え
込
ん
で
し
ま
い
が
ち
。イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
世
界
中
の
人
と
つ
な
が
り
合
え

る
一
方
、す
ぐ
そ
ば
で
困
難
を
抱
え
る
人

の
姿
が
見
え
に
く
く
な
っ
て
い
る
の
で

す
。

　
少
子
高
齢
化
や
核
家
族
化
の
進
行
は

県
内
で
も
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

ま
す
。そ
の
一
つ
が
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

（
※
）。県
の
実
態
調
査
で
は
、お
よ
そ
ク

ラ
ス
に
１
人
の
割
合
の
子
ど
も
が
、学
業

や
生
活
へ
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
家
族

の
ケ
ア
を
担
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。ま
た
、自
宅
に
引
き
こ
も
っ
た
ま
ま

本
人
も
親
も
高
齢
化
す
る「
8
0
5
0

問
題
」も
社
会
的
な
課
題
。県
の
調
査
で

も
、こ
う
し
た
人
の
多
く
が
外
部
の
支
援

を
受
け
て
い
な
い
こ
と
が
見
え
て
き
て
い

ま
す
。そ
の
他
に
も
認
知
症
の
介
護
や
難

病・障
が
い
の
ケ
ア
を
行
う
家
庭
な
ど
、

支
援
を
必
要
と
す
る
人
は
決
し
て
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

昨
年
12
月
に
制
定
さ
れ
た「
鳥
取
県

孤
独・孤
立
を
防
ぐ
温
も
り
の
あ
る
支
え

愛
社
会
づ
く
り
推
進
条
例
」は
、こ
う
し

た
人
々
を
誰
一
人
取
り
残
す
こ
と
な

く
、行
政
と
地
域
が
連
携
し
て
支
え
る

こ
と
を
目
指
す
新
し
い
条
例
。本
人
と

家
族
を
一
体
的
に
支
援
す
る
こ
と
を
定

め
た
全
国
初
の
取
り
組
み
で
す
。

孤独・孤立を防ぐ地域の｢支え愛｣
社会の変化に伴い、さまざまな困難を抱える人が孤独を感じ、孤立していることが
問題となっています。県では、こうした人々を地域の力で支える条例を新たに制定。

「支え愛」の心で、誰一人取り残さない社会を目指します。

苦
し
む
人
見
え
づ
ら
い
社
会
に

本
人
も
家
族
も
一
緒
に
支
え
る



　介護事業を営む神戸貴子さんがヤングケアラー支援に
立ち上がったのは、ある若者ケアラーとの出会いがきっか
け。神戸さん自身が若くして介護に苦しんだ経験と重ね、

「ケアが全てに優先される状況は、子どもたちの可能性や
将来を狭めることになる」と危機感を抱きました。
　今年度から県の委託を受けたLINE相談では、半年間で
66人の中高生、20代ケアラーの相談や問い合わせに対応。
内容は介護の問題に加えて家族関係の悩みや学校・就職
の不安など多岐にわたります。「夜中に家族に知られずやり
取りできることが、相談しやすさにつながっている」と話す
神戸さん。看護師や介護士の資格を持つ相談員が、関係機
関とも連携しつつ多様な悩みを受け止めています。
　少子化が進み、近所付き合いも減少した現代。神戸さん

は「昔と違って今はたくさんの兄弟と負担を分担できなく
なっている。地域の人間関係も薄れ、子どもの様子に気を
配る大人が少なくなっている」と指摘し「ヤングケアラーの
問題は決して人ごとではない」と強調します。全ての子ども
は将来社会の大切な担い手。ケアのために進学や就職を
断念するような状況は、地域の未来にも影響する深刻な課
題です。「大人が子どものSOSに気付いてあげられるよう、
まずは挨拶から始めて」と話す神戸さん。「おはよう」「今日
も寒いね」そうした日々の何気ない声かけが、子どもを支え
る見守りの一歩となります。

子どものSOS
気付ける地域に

3

神戸貴子さん

N.K.Cナーシングコア
コーポレーション合同会社　代表

鳥取県孤独・孤立を防ぐ
温もりのある支え愛社会づくり
推進条例

ヤングケアラー・産後うつ・老老介護・
8050問題など、助けを必要とする人々や
その家族を地域の絆で支える条例です。

●相談窓口などの情報を広くＰＲします
　●関係者のネットワークで地域の連携を深めます
　●さまざまな手法を活用して相談支援体制を充実

させます
　●当事者の自助グループを育成し、ピアサポート

を進めます
　●支援に関わる人材の育成を進めます
　●地域や学校、職場の研修などを通じて広く普及

啓発を行います 

LINE相談は、毎日午後６時から11時まで対応

県や市町村は

●関係機関や民間団体等と連携して情報提供
や必要な支援を行います

　●既存の制度のほか、包括的な相談体制の整
備や地域の資源を活用した支援などに取り
組みます

県民や
事業者等は

●困難を抱えるさまざまな人への理解を深め、
見守りや声かけを行います

　●支援が必要な人がいたときは、本人の意思
を尊重しつつ、配慮や手助けなどを行います

●行政や関係機関・支援団体は、法律や本人
の同意に基づいて個人情報を共有し、必要
な支援を行います

●新たに「孤独・孤立を防ぐ温もりのある支え
愛社会づくり審議会」を設置し、取り組みの
推進や検証などを行います

支援を
進めるために

例えば…こんな取り組みを進めます

かん  べ    たか   こ
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条
例
の
目
的
は
、支
援
を
必
要
と
す

る
人・家
族
が
、地
域
で
孤
立
し
た
り
孤

独
を
感
じ
る
こ
と
な
く
、周
囲
の
人
々
と

つ
な
が
り
、温
か
く
支
え
ら
れ
る
社
会
づ

く
り
を
進
め
る
こ
と
。こ
の
た
め
に
県
や

市
町
村
は
、必
要
な
支
援
や
情
報
を
届

け
、相
談
し
や
す
い
環
境
を
整
備
し
、サ

ポ
ー
ト
を
行
う
人
材
の
育
成
な
ど
を
行

い
ま
す
。県
民
や
事
業
者
に
は
、困
難
を

抱
え
る
人
々
へ
見
守
り
や
声
か
け
を
行

う
こ
と
な
ど
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

人
と
人
と
の
絆
の
深
さ
は
、小
さ
な

県
だ
か
ら
こ
そ
の
強
み
。誰
も
が
安
心
し

て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
社
会
に
は
、

一
人
一
人
の
温
か
な
思
い
や
り
が
欠
か

せ
ま
せ
ん
。「
支
え
愛
」は
、互
い
に
助
け

合
い
、共
に
生
き
る
社
会
を
目
指
す
合
い

言
葉
。ぜ
ひ
あ
な
た
の
身
の
回
り
の
人
々

に
心
を
配
り
、助
け
を
必
要
と
す
る
声
に

手
を
差
し
伸
べて
く
だ
さ
い
。

悩みは一人で
抱えず相談を

　発達障がいの親の会を運営する河本純子さんと不登校
の親の会を運営する遠藤明子さんがタッグを組み、支援環
境の充実を目指して設立したのが「ピアサポートつむぎ」で
す。目標は、生きづらさを抱える子どもや若者に安心できる
居場所を提供し、家族も含めた相談支援や学習・就労サ
ポートを行うこと。福祉や教育の知見を持つ多数のスタッ
フが参画し、親子の学びや相談の場を提供しています。「誰
にも相談できず、学校や周りとの関係に悩む親も多い。そう
した親を支える場所はこれまでなかった」と話す遠藤さん
をはじめ、スタッフの多くは同じ経験を持つ当事者。言葉に
できない不安や迷いも痛いほど理解できます。自らもつら
い経験をしたからこそ、当事者目線の支援の必要性を強く
感じていた遠藤さん。「この条例が同じ思いを持つ人たち
の活動を広げるものになれば」と語ります。
　また、発達障がいや不登校支援の啓発に取り組む河本

さんは、地域での講演の際、「実は知り合いも…」といった
声の多さに驚いたといいます。「同じような悩みを抱える人
は少なくない。皆が正しい理解を持てば、『おかしい』『怠け
ている』と決め付けず、優しく見守ることができるはず」と話
す河本さん。支援者と学校・行政がしっかり連携して当事
者を支える、それを地域が温かく受け入れる。この条例が
そうした社会づくりの始まりになることを願っています。

寄
り
添
い
支
え
る
居
場
所

当
事
者
目
線
で

県のウェブページでは、さまざまな困り事の相談窓口を紹介
しています。誰かに話すことで、気持ちが整理されることもあ
ります。ぜひご利用ください。
https://www.pref.tottori.lg.jp/301076.htm

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い

｢

支
え
愛｣

河本純子さん

特定非営利活動法人ピアサポートつむぎ　
理事長

遠藤明子さん

副理事長

つむぎは不登校等に悩む子どもや家族の居場所。親同士も
つながり、情報交換や相談を行うことができる（写真上）。
子どもたちは本を読んだり、皆でゲームをしたり、好きなよ
うに過ごすことができる（写真下）

県
庁
福
祉
保
健
課

☎
0
8
5
7
・
2
6
・
7
1
5
8

　
0
8
5
7
・
2
6
・
8
1
1
6

    fukushihoken@
pref.tottori.lg.jp

問
F

かわ もと  じゅん  こ えん  どう  あき   こ



5

Top
ics

　バウンスボールはバドミントンコートに高さ
75センチの低いネットを挟んで、３人１組で柔
らかく軽いボールをバウンドさせながら手のひ
ら（アンダー）で打ち合うスポーツ。子どもから
高齢者まで、幅広い年代に親しまれています。
　1990年代初めに、鳥取市の体育指導委員

（現スポーツ推進委員）が、「スポーツが苦手な
人や体を動かすのが困難な人でも、何歳になっ
ても楽しめるスポーツを」と考案したのが始ま
りです。
　倉吉バウンスボール同好会は60代から89
歳まで約20人が所属し、倉吉市内の体育館で
活動しています。常に和やかな雰囲気で、失敗
しても互いに笑顔でフォロー。年代によってバ
ウンド数を変えるなど、誰もが楽しめるように
ルールにも配慮がされています。

Top
icsいくつになっても〝活き活き〟と  ～ねんりんピック来秋に開催～

　

高
齢
者
な
ど
誰
も
が〝
活
き
活

き
〞と
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
社
会

の
実
現
を
目
指
し
、「
ね
ん
り
ん

ピ
ッ
ク
は
ば
た
け
鳥
取
２
０
２
４
」

（
第
36
回
全
国
健
康
福
祉
祭
と
っ
と

り
大
会
）が
２
０
２
４
年
10
月
19
日

（
土
）か
ら
22
日（
火
）ま
で
、鳥
取
県

で
初
開
催
さ
れ
ま
す
。全
国
か
ら
集

う
選
手
の
躍
動
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
60
歳
以
上
を
主
な
参
加
者
と
す

る
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
は
、選
手
や
出

演
者
、一
般
来
場
者
を
含
め
る
と

延
べ
約
40
万
人
が
参
加
す
る
大
イ

ベン
ト
。

　
と
っ
と
り
大
会
で
は
、ス
ポ
ー
ツ

交
流
大
会
10
種
目
、ふ
れ
あ
い
ス

ポ
ー
ツ
交
流
大
会
13
種
目
、文
化

交
流
大
会
６
種
目
の
計
29
種
目
を

県
内
全
市
町
村
で
開
催
。e
ス
ポ
ー

ツ
と
鳥
取
県
発
祥
の
バ
ウ
ン
ス
ボ
ー

ル
は
、ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
の
初
開
催

種
目
と
し
て
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

　
幅
広
い
年
代
が
楽
し
め
る
美
術

展
や
音
楽
文
化
祭
、地
域
文
化
伝

承
館
な
ど
、健
康
や
文
化
に
関
連

し
た
イ
ベ
ン
ト
も
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
も
参
加

で
き
、世
代
や
地
域
を
超
え
た
交

流
の
輪
の
広
が
り
が
期
待
さ
れ
ま

す
。発
信
さ
れ
る
情
報
に
注
目
し
な

が
ら
、大
会
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

SNSで随時情報更新中！
      インスタグラム　　   　ツイッター　　 　　フェイスブック

県庁ねんりんピック・関西ワールドマスターズゲームズ推進課
☎0857-26-7908　Ｆ0857-26-8129　 
     nenrin-wmg@pref.tottori.lg.jp     https://www.pref.tottori.lg.jp/nenrin-wmg/

問
F

SNSで大会情報発信

大会PRキャラクター「あおや かみじろう」

はつらつとプレーを楽しむ倉吉バウンスボール同好会のメンバー

〇鳥取県発祥のバウンスボール

　鳥取市の青谷上寺地遺跡出土の
人骨から復顔され話題になった弥
生人「青谷上寺朗」。彼をモチーフに
して生まれた「あおやかみじろう」
が、約1,800年の時空を超えて復活
した弥生人パワーで、ねんりんピッ
クを元気いっぱいに応援します。

倉吉バウンスボール同好会代表
井崎瑞枝さん

　89歳になりますが、
バウンスボールをし
ているおかげで元気
に過ごせています。
簡単で楽しいスポー
ツなので、ねんりん
ピックを機に全国に
広まってほしいです。

県政トピックス



県政トピックス

ネクスト・イノベーター・サミット  ～地方からビジネス創出を～

県庁産業未来創造課
☎0857-26-7246　　 0857-26-8117
      sangyoumirai@pref.tottori.lg.jp
https://www.pref.tottori.lg.jp/308699.htm

問
F

　
新
事
業
の
創
出
や
社
内
変
革
に

取
り
組
む
人
材
の
育
成
を
目
指
す

「
ネ
ク
ス
ト・イ
ノ
ベ
ー
タ
ー・サ
ミ
ッ

ト
」が
２
月
15
日（
水
）、鳥
取
市
で

行
わ
れ
ま
す
。メ
デ
ィ
ア
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
の
落
合
陽
一
さ
ん
を
は
じ
め
、県

内
外
で
活
躍
す
る
起
業
家
ら
が
自
ら

の
取
り
組
み
や
地
方
の
可
能
性
に
つ

い
て
発
信
し
ま
す
。

　

人
口
減
少
が
進
む
鳥
取
県
は
、

全
国
に
先
駆
け
て
少
子
高
齢
化
や

資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に
取
り

組
む
必
要
の
あ
る「
課
題
先
進

県
」。ビ
ジ
ネ
ス
に
新
た
な
価
値
を

生
み
出
す
人
材
が
必
要
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
サ
ミ
ッ
ト
に
は
落
合
さ
ん
が
オ
ン

ラ
イ
ン
出
演
し
、参
加
者
を
巻
き
込

ん
で
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
展
開
。

県
内
外
で
活
躍
す
る
鳥
取
ゆ
か
り

の
起
業
家・経
営
者
は
新
た
な
ビ
ジ

ネ
ス
創
出
に
必
要
な
視
点
を
提
示

し
ま
す
。新
し
い
経
営
戦
略
を
模

索
し
て
い
る
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
や
、

将
来
に
悩
む
若
者
に
、力
に
な
る

メッ
セ
ー
ジ
を
送
り
ま
す
。

妊娠の仕組みからストレスケアまで  ～専門家による不妊治療セミナー～

県庁家庭支援課
☎0857-26-7687　　0857-26-7863
　kateishien@pref.tottori.lg.jp
https://www.pref.tottori.lg.jp/80854.htm

問
F

　

不
妊
治
療
の
経
済
的
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
、保
険
適
用
外
と

な
る
治
療
を
選
択
し
た
場
合
に
も

費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
な
ど
、

独
自
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
鳥
取

県
。不
妊
治
療
に
つ
い
て
学
ぶ
妊
活

ウェ
ブ
セ
ミ
ナ
ー「
も
っ
と
知
り
た
い

不
妊
治
療
」を
３
月
13
日
か
ら
26

日
ま
で
、You
Tu
be
で
配
信
し

ま
す
。

　
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、生
殖
医
療
の
専

門
医
と
し
て
最
先
端
の
不
妊
治
療

に
取
り
組
む
ミ
オ・フ
ァ
テ
ィ
リ
テ
ィ・

ク
リ
ニッ
ク（
米
子
市
）院
長
の
見
尾

保
幸
さ
ん
が「
生
殖
医
療
保
険
適

用
の
光
と
影
」を
テ
ー
マ
に
講
演
。昨

年
４
月
か
ら
始
ま
っ
た
生
殖
補
助
医

療
の
保
険
適
用
に
つ
い
て
、そ
の
利

点
や
課
題
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

　
身
体
的
な
苦
痛
や
精
神
的
な
落

ち
込
み
を
伴
う
こ
と
も
多
い
不
妊

治
療
。当
事
者
だ
け
で
な
く
、周
囲

の
理
解
や
サ
ポ
ー
ト
も
必
要
で
す
。

県
内
２
カ
所
の
相
談
窓
口
で
は
、不

妊
に
関
す
る
悩
み
や
不
安
に
寄
り

添
い
ま
す
。

○妊活webセミナー（受講無料）
【配信期間】 ３月13日(月)～26日(日)
【テ ー マ】 「生殖医療保険適用の光と影」
【講　　師】 ミオ・ファティリティ・クリニック院長   見尾 保幸さん
【申込期間】 ３月１日（水）～10日（金）

【申し込み・問い合わせ】
　配信希望は電子メールでお申し込みください
　西部不妊専門相談センターはぐてらす
　　 info@hug-terrace.com　☎0120-087-415

○不妊・不育の相談は不妊専門相談センター
※電話・面接・メール相談
・東部不妊専門相談センターはぐてらす（県立中央病院内）
・西部不妊専門相談センターはぐてらす
                                               （イオンモール日吉津店内）
　https://www.pref.tottori.lg.jp/80866.htm

〇ネクスト・イノベーター・サミット
２月15日（水） 午後１時
とりぎん文化会館（鳥取市）

【主催】
　鳥取県、一般財団法人自治総合センター

【トークセッション】
　落合  陽一さん （メディアアーティスト）
　●テーマ
   　「人口最少県に見る地方の未来（仮）」

【パネルディスカッション】
　登壇者
　　呉　琢磨さん（株式会社ニューズピックス）
　　鳥取県ゆかりの起業家・経営者４名

　新たな戦略を模索する県内企業経営者・社員から、社会課題の
解決や地方の未来について関心のある学生まで、幅広い皆さんの
参加をお待ちしています！

6

落合  陽一さん
※オンラインで登壇予定



読者の声

● 家族が軽度認知障害と診断され7年
経ちますが、認知症に進行していま
せん。早期対応が良かったと思いま
す。（60代）

　
● 小学生の古着リサイクルの取り組み

が素晴らしい。自分も出来るSDGsや
ろうと思います。（40代）

　
● 「ギフ鳥」で地元鳥取を支援したい。

全ての世代が力を合わせて鳥取を盛
り上げられたらいいですね。（20代）

　
● ハマっているドラマの影響で手話を

勉強しています。「もったいない」を覚
え、子どもと手話で会話しています。

（30代）
　
● みるくポトフは牛乳嫌いの夫もおか

わりしていたので、定番メニューにし
ようと思います！（20代）

県産品プレゼント

※当選者の発表は発送をもって代えさ
せていただきます。はがきなどに書
かれた個人情報、感想・意見は、プレ
ゼントの発送と「県政だより」記事作
成の参考として使用し、これらの目
的以外には使用しません。

●はがき　〒680-8570  鳥取県広報課「県産品プレゼント」
●電子メール　dayorip@pref.tottori.lg.jp
●県ウェブページ応募フォーム
　https://www.pref.tottori.lg.jp/dayorip/

「MOCHI cube  生チョコ」（５個セット）
モ チ キ ュ ー ブ

高齢者が元気に活躍できる社会を目指し、2024年
に鳥取県で「〇〇ピック」が初開催されます。〇に入
るのは次のうちどれでしょう

クイズクイズ

■応募締め切り　2月20日（月）必着

クイズの答え、郵便番号、住所、氏名、電話番
号、年齢と「県政だより」を読んだ感想・意見
をお書きの上、次のいずれかの方法でご応
募ください。

【応募方法】

◎1月号のクイズの答えは「①思いやり」でした。

❶ねんりん　 ❷オリン　 ❸トットリ

１２月号には1,803人からご意
見をいただきました。ありがと
うございます。
これからもご意見、ご感想を
お待ちしています。

手話を覚えてみよう

（12月号の意見・感想から）

監修／公益社団法人鳥取県聴覚障害者協会
☎0859-30-3720        0859-30-3131   https://torideaf.jp/F

問い合わせ先 申込先 電話 ファクシミリ メールアドレス問 F☎申

　キューブの形状を保ちつつ、冷やしてもと
ろけるような食感と、究極の柔らかさを追求
した四角い生クリーム大福。餅の周りにはコ
コアパウダーをまとわせ、大山乳業の高脂肪
生クリームや高品質の生チョコなど、厳選素
材を使用しました。

……

Sign language &
 Present

ウェブサイトの利用料金の架空請求や
オンラインバンキングのパスワード変
更を求める偽メール、偽のショッピン
グサイトなど、身近なところでサイバー
犯罪は起こります。正しい知識と対処
法を学びましょう。

スマートフォンのセキュリティ対策やオン
ラインゲーム、不当請求などのトラブルを
題材にした「ぱとろーくんクイズ」に挑戦
してみよう。解答には、実際の相談事例や
対処法などが詳しく解説されています。

https://www.pref.tottori.
lg.jp/195525.htm

「パスワード/暗証番号」

【５名】

問 宝月堂（鳥取市二階町） ☎0857-22-3745

ヒントは
5頁

7

前に向けて2指の指間を狭めた
右手を左から右へ動かす

立てた右手人さし指を口の
左側から右側へ動かし、

https://www.pref.tottori.lg.jp/195525.htm
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県からの
お知らせ

日

所

労使ネットとっとり（鳥取県労働委員会
個別労使紛争解決支援センター）
☎ 0120-77-6010 
https://www.pref.tottori.lg.jp/roui/

問 申

３月５日（日） 午前10時～午後３時

鳥取県後期高齢者医療広域連合
☎ 0858-32-1097　　0858-32-1067
　 kourei@koureikouiki-tottori.jp 
http://www.koureikouiki-tottori.jp

F
問 申

❶豆腐はキッチンペーパー等に包んで水きりし、ひとくち大に切る。
❷ホワイトソースを作る。熱したフライパンにバターを入れて溶

けてきたら、振るっておいた小麦粉を入れ素早く混ぜる。牛乳
を少しずつ入れて固まりができないようによく混ぜ、塩で味付
けをする。

❸玉ねぎは縦に薄切り、しめじは石づきを取り小房に分ける。ほ
うれん草は3等分くらいに切り、ベーコンは細切りにする。

❹フライパンにバターを熱して玉ねぎを炒め、しんなりしたら
ベーコン・しめじ・ほうれん草を加えて炒める。塩とこしょうで
味を整える。

❺ ❹にホワイトソースの半分と豆腐を混ぜ合わせる。
❻ ❺を耐熱皿に入れ、残りのホワイトソースを上にのせて粉チー

ズを振り、230～250℃のオーブンで7～8分焼く。

［作り方］

【協力】大山乳業農業協同組合

ヘルシー豆腐グラタン

豊
富

な栄
養・手軽に摂

取

みるくレシピ

低カロリーで
大満足のボリューム低カロリーで
大満足のボリューム

【ホワイトソース】

［材料］（２人分）
●豆腐 ................................. 200g
●ほうれん草...................1/2束
●しめじ.....................1/2パック
●玉ねぎ............................1/2個
●ベーコン.............................2枚
●バター................................10g
●塩、こしょう.................各少々

●牛乳 ........................ 400ml
●バター.......................... 40g
●小麦粉 ......................... 40g
●塩...................................少々

●粉チーズ...........................適量

日曜労働相談会の開催
解雇・配置転換や嫌がらせなどの職場の悩みに、労働問
題に詳しい専門家が対応します。労働者・雇用主、どなた
でも相談できます。

東部 県民ふれあい会館（鳥取市扇町）
中部 県立倉吉未来中心（倉吉市駄経寺町）
西部 国際ファミリープラザ（米子市加茂町）

◎申込期限／３月１日（水）午後５時15分
◎申込方法／電話または「とっとり電子申請サービス」

無料･予約制 鳥取県後期高齢者医療懇話会　委員募集
後期高齢者医療制度の運営について意見交換を行う懇話
会の委員を募集しています。募集要項は市町村役場のほ
か、ウェブページから入手できます。

■応募資格／鳥取県後期高齢者医療の被保険者
■募集人数／６人以内
■任期／令和５年４月１日から令和７年３月31日まで
■応募方法／郵送、ファクシミリ、持参または電子メールで
　　　　　　応募書類を提出
■応募期限／３月15日（水）必着


